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一 間題設定  
1 ここでいう政教関係とは，いうまでもなくく政治と宗教の関係＞のこと  
であり，これを主体の面からみれば＜国家と教会（あるし－は宗教団体）の関  
係＞ということになり，権能の面から考察すればく政権と教権の関係＞とい  
うことになろう。   
時期につきく近代＞というのは19世紀を念頭においており，場所としてはく  
イタリア＞に限定している。それゆえ，＜国家＞というのはイタリア自由主義  




リアにおいては・19世紀に統一国家が形成されることになったが，その際， 七  
教会と国家の関係にかかわる諸問題を適切に解決することが不可避の課題と 八  
なった。そうすると，本稿は我が匡1における政教関係につき憲法学の立場か  
男「地鎮祭と玉  （1）この点については，井口文   申料一政教分離原則のディレンマー」岡山  
大学創立五1個年記念論文集『世紀転換期の法と政治』（有斐閣，2001年）105真の注1を  
参照されたい。  
ヱ   
1003 近代イタリアにおける政教関係  
ら反省する場合にも枠益するところがあるように思われる。  























（2）イタリア憲法学史については，Ⅸ1ario G乙11izia，ProfilistoricoCOmparativi della   
scienza deldirittocostituzionale，illArchivio Giuridico，1963，3，75ss．を参照された   
し、。なお，ロマNノの行政法理論については，仲野武志「公権力の行使概念の研究（川）」   
法学協会雑誌120巻卜号（2003年二）73頁以下におし、て詳細に検討されている。これは注F1   
すべき力作といえよう。  
（3）Ⅴ．E．Orlando，PriIICipiididiritto costjtuzionale，quarta edizione riveduta，G．   
Barbera，Firenze，19O5．  
（4）原文では，“un Vero assoluto”と大文字が使用されている。  
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混乱から公共の平穏と和合を保護し推進することに関心を有している。   
とはいえ，かくも明瞭なこの権利は，歴史的にみて最も争われてきた権利  
の一つでもあった。自由を標模する国家もかかる自由を揉朋してきたのであ  






















（5）オルランドはここで注を付し，1829年までイギリスのカトリック教徒は法外放置され，   
公職就任が禁止されてきたことに言及している。  
（6）原文は，“CarattereCOnfessionale”である。直訳すると「信仰を告白する性質」とな   
ろう。すなわち国家を擬人化し，その国家が特定の信仰を告白している状態をし、う。とり   
あえず意を汲んで本文のように訳した。  


























ているのである。   
毛  オルランドの宗教の自由に関する叙述に眼を通すと，今［1の時点からみれ  
五 ば至極当然のことに言及していると思われるかもLれないが，ここでは次の  
点に触れておきたい。  
（彰 問題を考察する際に国家中心主義が際だっているように思われる。すな  
（7）原文は，“1eleggiumane”である。「人定法」と訳すことも叶能であろう。  
（8）“LiberaChiesainHberoStat（）1’．後に検．汁するようにカヴールの提唱Lた葦票語である。  
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③ 宗教の自由が政教関係に密接に関連していることは承認しているが，こ  
の間題の取り扱いは公法の特別な分野である宗教法に委ねられ憲法学の対象  
とはしていないようである。  
④ そして，何よりも注目されるのは，当時はもちろん今日においてもイタ  
リア国民の大多数が帰依しているカトリック教につき他の宗派との違いを何  













違いに言及することなく礼拝に対する罪を定めている。   
このオルランドの指摘を検証することが本稿の課題の一つであるDなお， 毛  
（9）MarioGalizia，ProfilistoricovCOmparatividellascienzadeldirittocostituzionale，   
cit．，87によれば，憲法学を再構成する際にオルランドが依拠したのは，私法学者がロー   
マ法学に倣って採用した技術であり，また当時ドイツ公法学において私法モデルを模範と   
して彫琢きれていた課題設定であったという。そうするとオルランドの法学的方法はドイ   
ツ公法学の色調が漉いものであったとみなすこともできよう。  
（10）1889年の刑法典である。  
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2 さて，時代をおよそ半世紀下ってロマーノの宗教的自由論を検討するこ  
とにしよう。ここでは1947年の『一般憲法原理 改訂第2版』（11）に依拠する。  
宗教的自由は，「第1部 国家概論」に含まれる「第9章 憲法的自由」の「第  
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（12）原文は，“Carattereindelebi】e delbattesimo”である。カトリック新教会法典849条   
に依拠Lてこのようlこ訳1ノた。『カトリック新教会法典［羅和対訳］』（有斐閣，1992年）   
471頁を参照されたい。  
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997 近代イタリアにおける政教関係  
取ー）上げているが，政教関係については「第10章 凶家と他の団体との結合」  
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995 近代イタリアにおける政教関係  















多くの国の中にイタリア団も挙げられる。イタリアは聖座との和解に際し，   
1929年2月11日に条約（第1条でカトリック教は国の唯一の宗教であるとい  
う原則が再確認されている）とともに，「イタリアにおけるカトリック教と教  
会の諸条件を規律することを目指して」協約をも締結した。   
かかる政教関係論の特色につき，とりあえず以下の2点を指摘しておきた  
い。  










JO   
開 法（5414）994  
いは連邦国家を形成することもある。この場合には国際共同体は形成されて  
いないが，構成国とは別個の秩序が存在することになろう（13）。   
すなわち，ある実体が自己充足のために同一性を保持しながら他の実体と  
何らかの連携関係にはいることをロマーノは結合と捉えているように思われ  








② さらにロマ・一ノの議論には，キリスト教化したヨーロッパにおける政教  







ると国家と教会の結合ということはありえなかった。   
次に，く国家管轄制＞が取ー）上げられている。宗教改革後の宗教戦争を終わ  
らせたアウグスブルグの宗教和議（1555年）においては，君主にiusreformandi  





（13）SantiRornanO，Principiididiritto costituzionalegenerale，Cit，，132ss．  
（14）最大判昭和52年7f】13日民集31巻4号533頁。  
（15）以下の叙述においては，FrancescoFinocchiaro，Dirittoecclesiastico，SeStaedizione，   
Zanichelli，Bologna，1997，16ss．を参月利こした。  
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（16）Enchiridion delleEncicliche3，Edizi（）nidehoniane，Bologna，1997，33O．  
（17）Giorgio La Pira，La casa comune，Cu7tura Nuova EditT・ice，Firenze，1996，53にお   
いて序文を執筆しているUgo De Siervoの記述に依拠した。なお，レオ13世のこのILjl   
軌は，キリスト教国家論を主題にしたものである。  
／ニ〉   
周 法（54－4）992  
ニ アルベルト憲章における宗教関係規定  
1 まず，1848年3月5日に公布された「サルデーニヤ王国憲章」，通称「ア  
ルベルト憲章」における宗教に関係する規定を概観することにしよう（18）。  
第1条 使徒伝ノ承のローマのカトリ、ソク教は回の唯一の完ミ教である。既存の   
他の宗派は，法律に従って認容される。  
第18条 聖職禄にかかる国権に属する権利又は国外からもたらされるあらゆ   
る性質の扶助料の執行にかかる権利は，国王により行使される。  
第28条 出版は自由である。但し，その濫用は法律で禁止される。  
② 前項の規定にかかわらず，聖書，公教要理，典礼書及び祈藤吉は，司教   
の事前の許可がなければ，出版することができない。  





（彰 サルデーニヤ土国はカトlトンクを国教とする信教的色彩を帯びた国家（Stato  
confessionaleinsellSOCattOlico）であったこと。  
② 既存の他の宗派というのは，ワルド一派，ユダヤ教のことであり，この  
2派は寛容の精神で法律によりその存在が認められたが，他の宗派は法外の  
ものとされたこと。  
③ カトり、ノク教会は，宗教にかかわる文書に対し検閲を行う権利を保持し，  
また終身の元老院議員を有することが保障されていた。   
すなわち，国教とされたカトリ、ソクが他の宗派に比して特権的地位にあっ 主                                               二三  
たということができよう。  ハ  
（l勧 7ルベルト憲章の邦訳については．違法調査会事務局編「イタリア憲法のあゆみ」憲資・   
総第52号（1961年）63貞，S・ポルゲーゼ（岡部史郎訳）『イタリア憲法入門』（有斐閣，  
1969年）176頁，A・バーチェ（肘1文男誹）『憲法の硬性と敵性』（有信生，2003年）155   
頁を参照されたい。  
／．●ノ   
991近代イタリアにおける政教関係  
2 これは18世紀のビュモンテ王国においてカトリック教会が有していた地  
位を反映したものである。この時代には国家と教会の関係は協約に基づくも  
のであったが，カトリック教が国教とされていたために教会には多くの特権  










た。   
さらに，出版は政府と教会の検閲のFにあり，教育は司祭の掌中にあり，  
公職に就任し，大学に進学するためには信仰告白を義務づけられた。もちろ  













（19）以Fの叙述は，F．RacioppieI，BruneⅢ，Comme11tOa1loStatutodelRegno，VOlJ   
Utet，1909，66ss．を参照した。  
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3 以上に概観した政教関係は，1837年の民法典（20）の目頭で規範化されるこ  
とになった。  
第1条 使徒伝承のローマのカトリック教は国の唯一の宗教である。  
第2条 国王は，光栄にも，教会の守護者であり，教会に帰属する権限事項   
にかかる法律の遵守を推進する。  
② 最高司政官は，教会と国家の良好な協調が維持されるように注視し，こ   
の目的のために，教会事項にかかる権能と管轄権を，慣行と理性に即して，   
行使するものとする。  





対的で，宗教の自Lh 各宗派の平等をH指す立法が制定されていくことにな  
る。この経過を考察することにしよう。  
4 まず，憲章公布以前にワルド一派に私権と政治的権利が付与さズ‘Lること  
になった。1848年2ノ＝］17日勅書第673号（21）は次のようにいう。  
「ワルド一派は，王国の臣民の有するすべての私権と政治的権利を享有し，  
大学を含む学校に入学し，各段階の学問を佗得することが認められる。   
ワルド一派の礼拝，その設置する学校は，従前のままとする。」  
＜礼拝が従前のままである＞というのは，カトリック国においてはプロテ  
糾 F．Racioppiel．Brunel）i，Cornmento allo Statuto delRegno，Cit．，71，  
窟l）この勅書は，Raccoltadegliattidelgovernodisuamaest畠ILREDISARDEGNA，  
1848に登載されている。，なお，F．RacioI〕pieI．Brunelli，CommentoalloStatutodel   
Regno，Cit．，75．も参照されたい。  
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（22）F．RacioppieI．Brunelli，Commento alloStatut（）delRegno，Cit，，74，  
佃 F．RacioppieI．Brunellj，ComnlentO a170StatutodelRegn（）．Ci亡．，75，  





76   
同 法（54－4）988   






三 イタリア自由主義国家の宗教立法  




第1条 イエズス会は全王国から完全に排除される。その支所及び寄宿学校   
は解散され，いかなる人数の集会もすべて禁止される。  
第2条 イエズス会に属する建物，動産及び不動産のすべての財産，地代収   
入及び債権は一般会計に組み込まれ，今後必要な場合には1848年3月20日   
の勅令により設立された国の事業団により保有管理されるものとする。  
第3条 王国の臣民でないイエズス会会員は， この法律の公布後15日以内に，   
出国しなければならない。出回しない場合には追放され，追放後に再入国   
した場合には公安法に完三める刑罰を科する。  
第4条 イエズス会に属する臣民は，この法律の公布後8日以内に，現在地  
馴 二の法律は，RaccoltadegliattidelgovernodisuatTlaeSt畠ILREDISARDEGNA，  
1848に登載されている」．提案者の代議院議上iシネオの名を適してシネオ法（LeggeSineo）   
と呼ばれる。Faustino deGregorio，Peruna storia deirapportitra Stato e Chiesa，   
Aracne，RolTla，2001，43s．を参照され来い。  
㈹F．RacioppieI．Brune】】i，Commentu alloStatuto delRegno，Cit，．77．  
¢9）こa）法律は，Raccoltadegliattidelgovernodisuamaest哀ILREDISARDEGNA，  
1848に登載されてし、る。追放の理由は，政治的混乱の煽動者，反日由主義的・保守的政   
府の支持者，教皇の代理人であるとし、うことであったが，もちろん，この法律にもかかわ   
らず，イエズス会はイタリア半島の外地で活動を継続した。FaustinodeGregorio，Per   
unastoriadeirapportitra StatoeChiesa，Cit．，66s．を参照されたい（，  
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の県公安当局に．■出頭し，確定した住所を申告しなければならない。  
第5粂 前項の臣民には，この法律施行の日から，年500リラの年金を支給す  
る。但し，別段の措置がとられるまでとする。  
第6条 前条の年金の受給を望む者は，第4条に定める期間内に，当該当局  
に対し，還俗の正式の申立てをしなければならない。還俗の措置は政府が  
引き受け，聖座と交渉する。   
（参 酌項の申立てをしない者は，年金を受給することができず，さらに刑法  
典第2編第8章第5節に定める規定に服する。  
第7条 当面サヴォイアを除く全土剛二おいて，聖心イェズス女子信徒会は  
解散され，完全に禁」Lされる。  







第1条 聖職者と世俗人の聞及び聖職者問の民事事件は，対人訴訟であれ対   
物訴訟であれ又は両者を含む訴訟も，世俗の裁判所の管轄とする。  
第2条 聖職椋の指定権及び受給権，教会財産，教会施設のItj有回復又は所   
有権確認にかかるすべての事件は，世俗の裁判所の管轄とする。  
第3条 聖職者は，他の市民と同じ〈，国のすべての刑事法律に服する。  
（塾 前項の法律で定める犯罪に閲し，聖職名は，訴訟法の手続に従い，重罪，   
軽罪，違警罪の区別なしに世俗の裁判所で裁判を受ける。  
第4条 国の法律で定める刑罰は，世俗の裁判所によってのみ科すことがで   
きる。但し，教会法に別して霊的刑罰を科すことは教会当局の権限石偏と  
80）シッカルデイ法を巡る議会の動向については，井口文男『イタリア憲法史』（有信堂，  




／、ヾ   
同 法（54－4）986  
してなされる。．  
第5条 前4条に定める事件に関しては，教会の人的事項であれ物的事項で   
あれ，控訴裁判所の裁判官が第1審としての審理を行い，今後現行法律で   
定める管轄に関する一般規定が遵守される。  
（診 控訴裁判所の裁判官は，この法律が施行される時に自己に係属している   
事件について，審理を行う。  
第6条 逮捕すべき者が，現在まで免責とされた教会又は他の場所に逃亡し   
たときは，逮捕を速やかに行うべきであり，逮捕された者は，刑事訴訟法   
に定める規定に従い，迅速かつ正規の手続に服するために司法当局に送致   
される。  
② 但し，逮捕に際しては，礼拝が妨げられないように，その場に相応しい   
自己慮と必要な注意が払われるものとする。  
③ さらに，教区司祭又は逮捕が行われた教会の主管者司祭に，逮捕と同時   
に又は可能な限ー）速やかにこのことを通知するものとする。  
④ 前項の場所で行われる捜索，差押えに関しても同様な規定が適用される。  
第7条 政府は，婚姻契約の民事法上の効果，同契約の締結能九 同契約の   
方式と効果を規制する法律案を国会に提出するものとする。  
1850年6月5Ll法律第1037号（第2次シッカルディ法）   
教会又は世俗の団体及び法人は，国務院の意見を徽して制定された勅令に  





過去との断絶が明瞭になった0そして第2次シッカルディ法は，いうまでも 宍  
なくく死手＞という自由主義経済に対する障害の除去を念頭に置いたもので ○  
る（31）。   
この自由主義国家の経済政策の遂行を→屑推進せしめるために制定された  
（31）Giuseppe Leziroli，Dallalegge Siccardia11alegge Bassanini，G．Giappichelli，   
Torino，2（）00，3ss．  
J9   



























孟  宗教法人の材産行為に関しては，サルデーニヤ壬剛二おいて実施されてい  
九 た規制を確認している。すなわち宗教法人も世俗の法人と同様に国の法律が  
（32）GiuseppeLeziroli，RelazionifrzIChiesacatto】icaepoterepolitico，Cit．，291ss．に掲   
載されているのを参照した⊃  
O3）ここでは，しodiceciviledelRegnodlItalia，Stalllperia Reale，1ミoma，1896を＝参無し   
た。なお，ニの民法典の成立経緯と構造については，小谷・前掲注11において詳細な解析   
がなされているのて∵春用されたい。  
20   
開 法（544）984  
認可する限りにおいて財産を取得し所有することができ（第433粂），宗教法  




3 1866年になると教会の経済的勢力を削ぎ，さらに第3次対オーストリア  
独立戦争の経費を捻出することをも目的にしていわゆる教会資産没収法が制  
定されることになる。当時，イタリア全跡こおいて2382の修道院が存在し，  
修道士は14，807人，修道女が14，184人いたという（34）。   
まず1866年7月7日国王代行命令儲2D26号（35）は，共同生活を行っている修  



















糾）F．Racjoppiel．Brunelli．Commento a】loStatuto delRegno，Citリ84，  
郎）GiuseppeLeziroli，RelazionifraChiesacattolicael）OterepOlitico，Cit．，295ss．に掲   
載きれているのを参難した。  
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形式的には，「第1章 教皇と聖座の特権」と「第2章 国家と教会の関係」  
の2つの部分から構成されているが，実質的は2つの個別の法律を合体した  
ものである。極めて重要な法律といえるので各別に全訳を示すことにする。  












（36）GiuseppeLeziroli，RelazionifraChiesacattolicaepoterepolitico，Cit．，3O2ss．に掲   
載されているのを参照したじ  
（37）LeggesulleprerogativedelSommoPonteficeedellaSantaSede，eSullerelazioni   
de1loStatoconlaChiesa，inRaccoltaufficialedelleleggiedeidecretidelRegnod’  
Italia，1871，1014ss．  
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いることを主張しえるという利点があるのかもしれない（38）   
そうすると，この保障法の下では，教皇は国王と対等の地位にほない，換  
言すれば外見上においてのみ対等であり ，実質は国王の下にあり，イタリア  
国の国際責任を免れるために黄任を負わないとされたにすぎないといえない  
こともない。  
次に，「第2章 国家と教会の関係」を示しておこう。  
伽）F．   
たい。  
RacioppieI▲Brune11i，Commento allo StatutodelRegno，Cit．，95s．を参照され  
2誉   
979 近代イタリアにおける政教関係  
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開 法（54・4）978   
及び戒律に関する事項」に限定され，他はすべて国法に服することになって  




て国家と教会の分離という日I自主義の理念が実現されたと思いこんだ（39）。   
ここまでの考察を踏まえて小結と今後の課題を展望してみよう。  
四 ノJ、結および今後の課題  
オルランドは．憲章第1条は事実と法律により廃棄され，イタリアにおい  
てはカトリックはもはや回教ではなくなった，すなわちイタリア同家は信教  














伽）教皇保障法の概要と評価に一」し、ては，井口文男『イタリア憲法史』（有信覚，1998年1   
81頁以下を参照されたい。  
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ていたのではないかと思われる。〕   





伍2）F．Raci（）ppieI．BrunClli，Com111entO allo StatuLo delRegno，Cit．，107．  
（43）ArLuroCarloJemolo，ChiesaeStatoinltalia，Einaudi／rorino，1955（1977），41s．  
二ヾ   
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